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主主主主        題題題題：：：：カウカウカウカウ：：：：神神神神のことばとのことばとのことばとのことばと唯一唯一唯一唯一のののの希望希望希望希望    

聖書箇所聖書箇所聖書箇所聖書箇所：：：：詩篇詩篇詩篇詩篇    １１９１１９１１９１１９篇篇篇篇８１８１８１８１－－－－８８８８８８８８節節節節    
 

 どうぞ、詩篇１１９篇をお開きください。今朝、こうして皆さんといっしょにこのすばらしい詩篇を

見る機会が与えられるに当たって、私は神の良さを、そのすばらしさを心から思います。なぜなら、こ

の詩篇１１９篇は２２の詩文節に分かれていますが、その一つひとつを学んでいき、そこから学び取っ

たことを思い浮かべる度に、そこで教えられて来たことが私自身の歩みの大きな力となっていたこと、

原動力になっていたことを思うからです。実は、最初の１節から８節を見たのは２０１０年８月だった

のですが、そこから学び始めて、特に、ここ最近６ヶ月間、私がこの詩篇１１９篇から学んだことは、

何よりも私自身の歩みを支えるものでした。 

 皆さんにもうすでに話したように、著者はこの詩篇を２２の区分に分けて、一つの区分は８節ごとに

なっていて、それぞれの区分の一行目の最初の単語がヘブライ語のアルファベットの文字となるように、

そのような構成でこの詩篇を書き綴って来ました。２２ある区分のその一つひとつは確かに一つの詩篇

を構成する訳ですが、その一つひとつが独自の特徴を持つものでありました。それぞれが神のみことば

を通した働きがいかにすばらしいもので、いかに私たちに必要なものであるのかを、いろいろな形で私

たちに教え続けてくれるのです。 

 感謝なことに、神は今日と来週の２回、皆さんといっしょにこのみことばを学んでいく機会を私に与

えてくださいました。神が教えてくださったこと、それを皆さんとお分ちすることができること、また、

神が私自身にも皆さんにもこのみことばを通して勇気を与え力を与え、神が望む者に変わっていくこと

ができるように、私たちに働きかけてくださるその機会を備えてくださっていることを何よりも感謝し

ています。 

 今朝、私たちはごいっしょに第１１番目の詩文節を見ていきます。８１節から始まるこの第１１番目

の詩文節は、ちょうど、２２の区切りの前半の最後を結ぶ詩文節です。これまで私たちはもうすでに、

この詩篇の著者がいかに神のみことばに関するすばらしい知識を持ち、そのみことばを心から願い求め、

慕い求め、このみことばに忠実に歩んでいこうとしているその決意を見て来ました。同時に私たちは、

この詩篇の著者がこれを書くに当たって、どれほど多くの困難や苦しみや問題の中にあったのかという

ことも見て来ました。彼の周りには敵がいて、彼は自分のいのちさえも危ないと感じることが度々あっ

たのです。そのような危険の中で、そのような迫害の中で、そのような困難の中で、著者はこの詩篇を

書き綴っていきました。 

 特に、この第１１詩文節の直前の二つ三つの詩文節は、彼が自分の生涯における苦しみを切々と訴え

る、そのような内容になっていたことを皆さんも覚えていてくださるのではないかと思います。彼の心

は弱っていました。彼の心は葛藤を抱えていました。そんな中で、前半の最後を締めるこの１１番目の

詩文節で、この著者は悲しみの最も深みへと落ちていきました。ある注解者たちはこのように言います。

「この１１番目の詩文節は、詩篇１１９篇の全体の中で最も暗いものである。」と。私たちはここに、

著者が絶望の果てに置かれてしまっているその姿を見ます。彼の苦しみ、彼の嘆き、悲しみ、落胆が、

この８１節から８８節の間を流れ続けているのです。私たちもみな、このような時期を経験します。私

たちが経験するそれぞれの問題、それぞれの苦しみ、痛み、悲しみは違うでしょう。けれども、私たち

がみな同意することができるのは、私たちも自分たちの心が絶望に満たされてしまうことがあるという

ことです。私たちの心が深い悲しみに沈むことがあるということです。いったい、そのような中で私た

ちがどのようにして希望を見出すのでしょう？困難に囲まれている中で、苦しみの中で、何をしても良

いことが起こっていかないと思うような状況の中で、いったい、どのようにして私たちは希望を見出す

ことができるのでしょう？どのようにして私たちは落胆の果てから這い上がって来ることができるので

しょう？ 

これがこの詩篇の著者が私たちに教えてくれることです。著者のことばを通して、私たちが希望を失

ってしまうような状況の中にあって、私たちの心が完全な絶望に支配され、何一つ光を見ることができ

ないような状況の中で、私たちがどのようにして希望を持つことができるのかを教えられます。それを

するに当たって、著者は正直に自分の絶望を記しています。ですから、これからしばらくの間、私たち

は著者が経験した絶望を見ていきます。希望の無くなっていく姿を、彼が心の奥底で嘆き悲しみ、立っ

ていくことができないと思っている姿を見ていきます。そして、そこからどのようにして彼が立ち上が
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っていこうとするのか、どのようにして希望を見出すのかを私たちはこの詩篇を通して学んでいきます。

みことばを見ましょう。著者はこのように私たちに教えてくれます。 

詩篇詩篇詩篇詩篇１１９１１９１１９１１９篇篇篇篇８１８１８１８１－－－－８８８８８８８８節節節節    
119:81 119:81 119:81 119:81 私私私私のたましいはのたましいはのたましいはのたましいは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの救救救救いをいをいをいを慕慕慕慕ってってってって絶絶絶絶ええええ入入入入るばかりでするばかりでするばかりでするばかりです。。。。私私私私はあなたのみことばをはあなたのみことばをはあなたのみことばをはあなたのみことばを待待待待ちちちち望望望望んでいますんでいますんでいますんでいます。。。。    

119:82 119:82 119:82 119:82 私私私私のののの目目目目はははは、、、、みことばをみことばをみことばをみことばを慕慕慕慕ってってってって絶絶絶絶ええええ入入入入るばかりでするばかりでするばかりでするばかりです。「。「。「。「いつあなたはいつあなたはいつあなたはいつあなたは私私私私をををを慰慰慰慰めてくださるのですかめてくださるのですかめてくださるのですかめてくださるのですか。」。」。」。」とととと言言言言

っていますっていますっていますっています。。。。    

119:83 119:83 119:83 119:83 たといたといたといたとい私私私私はははは煙煙煙煙のののの中中中中のののの皮袋皮袋皮袋皮袋のようになってものようになってものようになってものようになっても、、、、あなたのおきてをあなたのおきてをあなたのおきてをあなたのおきてを忘忘忘忘れませんれませんれませんれません。。。。    

119:84 119:84 119:84 119:84 あなたのしもべのあなたのしもべのあなたのしもべのあなたのしもべの日数日数日数日数はははは、、、、どれだけでしょうかどれだけでしょうかどれだけでしょうかどれだけでしょうか。。。。あなたはいあなたはいあなたはいあなたはいつつつつ、、、、私私私私をををを迫害迫害迫害迫害するするするする者者者者どもをさばかれるのでしどもをさばかれるのでしどもをさばかれるのでしどもをさばかれるのでし

ょうかょうかょうかょうか。。。。    

119:85 119:85 119:85 119:85 高高高高ぶるぶるぶるぶる者者者者はははは私私私私のためにのためにのためにのために穴穴穴穴をををを掘掘掘掘りましたりましたりましたりました。。。。彼彼彼彼らはあなたのみおしえにらはあなたのみおしえにらはあなたのみおしえにらはあなたのみおしえに従従従従わないのですわないのですわないのですわないのです。。。。    

119:86 119:86 119:86 119:86 あなたのあなたのあなたのあなたの仰仰仰仰せはことごとくせはことごとくせはことごとくせはことごとく真実真実真実真実ですですですです。。。。彼彼彼彼らはらはらはらは偽偽偽偽りごとをもってりごとをもってりごとをもってりごとをもって私私私私をををを迫害迫害迫害迫害していますしていますしていますしています。。。。どうかどうかどうかどうか私私私私をををを助助助助けてくけてくけてくけてく

ださいださいださいださい。。。。    

119:87 119:87 119:87 119:87 彼彼彼彼らはこのらはこのらはこのらはこの地上地上地上地上でででで私私私私をををを滅滅滅滅ぼしてしまいそうですぼしてしまいそうですぼしてしまいそうですぼしてしまいそうです。。。。しかしこのしかしこのしかしこのしかしこの私私私私はははは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの戒戒戒戒めをめをめをめを捨捨捨捨てませんでしたてませんでしたてませんでしたてませんでした。。。。    

119:88 119:88 119:88 119:88 あなたのあなたのあなたのあなたの恵恵恵恵みによってみによってみによってみによって、、、、私私私私をををを生生生生かしてくださいかしてくださいかしてくださいかしてください。。。。私私私私はあなたのはあなたのはあなたのはあなたの御口御口御口御口のさとしをのさとしをのさとしをのさとしを守守守守りますりますりますります。。。。    

 

 著者は非常に明瞭な形で自分の心のうちを私たちに示してくれます。特に、最初の４節において、私

たちは彼の経験した絶望がどのようなものであるかを手に取るようにはっきりと見ることができます。

彼は非常に苦しい困難な状況の中で、細い希望の糸に一生懸命しがみつこうと努力していたのです。私

がこのみことばを学び、そのことばに思いを巡らす度に私の心は痛みました。なぜなら、この著者が経

験した痛みを感じることができるからです。この著者がもっていた絶望を思うことができるからです。

著者はそれ程はっきりと私たちにその希望の無さ、彼の置かれた状況を見せてくれるのです。 

 確かに彼は、この第１１詩文節の終わりにあって絶望の中から希望を見出していきます。けれども、

そこに至るまでの間、彼の心は絶望で支配されていました。いったい、どうしてこのような詩篇を書く

ことができるすばらしい信仰者が、神のみことばに対する知識をこれ程持っている信仰者が、神を信頼

し神に献身して生きていこうとしている信仰者が、このような絶望に陥ってしまうのでしょう？私たち

はその姿を最初にこのような形で見ることができます。 

☆☆☆☆神神神神のことばとのことばとのことばとのことばと唯一唯一唯一唯一のののの希望希望希望希望    
ＡＡＡＡ．．．．どうしてどうしてどうしてどうして絶望絶望絶望絶望にににに陥陥陥陥るのかるのかるのかるのか？？？？        ８１８１８１８１－－－－８７８７８７８７ａａａａ節節節節    

この詩篇の８１－８９節を見るに当たって、カギとなることばは８１節、８２節、そして、８７節に

繰り返される一つの単語です。同じ動詞が使われています。８１節と８２節では同じ訳がされているの

で皆さんもよくお分かりでしょう。「「「「慕慕慕慕ってってってって絶絶絶絶ええええ入入入入るるるる」」」」ということばです。実は、このことばと全く同じ

ことばが８７節でも使われていて、ここでは「「「「滅滅滅滅ぼしてぼしてぼしてぼして」」」」という動詞に訳されています。これらはみな

同じことばです。このことばのもっている意味は、簡単に言うと「もうおしまいだ」ということです。

「終わりが来た、すべてが終わった」ということです。日本語の聖書では８１節と８２節において、著

者がもうどうしようもない自分の姿を伝えようとして使われ、そのように訳しています。そして、８７

節では、敵が彼をもう終わりにするその姿、それを表わそうとして「滅ぼす」と訳しています。そのこ

とを理解していただいた上で８１節から見ていきましょう。 

１１１１．．．．神神神神のののの心遣心遣心遣心遣いをいをいをいを感感感感じないじないじないじないときときときとき        ８１８１８１８１－－－－８４８４８４８４節節節節    

私たちは神の心遣い、神のケアを見ることができないとき、感じることができないときに希望を失い

ます。彼はそのことを最初の４節で教えています。    

１１１１））））予期予期予期予期していたことがしていたことがしていたことがしていたことが起起起起こらないときこらないときこらないときこらないとき        ８１８１８１８１－－－－８２８２８２８２節節節節    

最初に著者が言うことは、自分が希望を失ったのは「予期していたことが起こらなかったから」とい

うことです。８１節「「「「私私私私のたましいはのたましいはのたましいはのたましいは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの救救救救いをいをいをいを慕慕慕慕ってってってって絶絶絶絶ええええ入入入入るばかりでするばかりでするばかりでするばかりです。。。。私私私私はあなたのみことばをはあなたのみことばをはあなたのみことばをはあなたのみことばを

待待待待ちちちち望望望望んでいますんでいますんでいますんでいます。。。。」」」」と、ここで著者は「「「「私私私私のたましいはのたましいはのたましいはのたましいは」」」」ということばを使っています。単に「私」では

ありません。次の節では「「「「私私私私のののの目目目目はははは」」」」ということばを使います。これらはすべて「自分自身が」という

ことですが、いかに彼自身が、彼の全体がそのように感じているのかということを表わそうとして、こ

のようにことばを変えて表現しているのです。 

・・・・「「「「私私私私のたましいはのたましいはのたましいはのたましいは、、、、」」」」： 

彼は言います。「「「「私私私私のたましいはのたましいはのたましいはのたましいは、、、、ああああなたのなたのなたのなたの救救救救いをいをいをいを慕慕慕慕ってってってって絶絶絶絶ええええ入入入入るばかりでするばかりでするばかりでするばかりです。。。。私私私私はあなたのみことばをはあなたのみことばをはあなたのみことばをはあなたのみことばを待待待待ちちちち

望望望望んでいますんでいますんでいますんでいます。。。。」」」」と。いくつかの注解書はこの８１節のことばをこのように意訳（意味を訳すこと）して

います。「私はあなたの救いを待ち望んでいて疲れ果ててしまいました。」、また、別の訳は「余りに

も長い間あなたの救いを待っていたゆえに、私はもう疲れ果てた。」と。彼は神が救いを備えてくださ 
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る方であるということを知っていました。そのことはこれまでもずっと書いて来たことです。神はその

ことをみことばを通して確かに約束しています。けれども、そのような苦しみの中にあって、神が救い

を与えてくださるということを確信しているゆえに、神の救いを待ち望み続けて来たにも関わらず、そ

れが来なかったのです。状況はいっこうに変わらないのです。 

だから、彼は言うのです。「あなたの救いを慕うのだけれど、それを待ち望んで、あなたのみことば

の実現を、あなたの約束の成就を私は心待ちにしているけれど、一向にそれが起こらないから私のたま

しいは絶え入っている。もう、動くことができない。もう、おしまいだと思う。」と。疲れ果ててしま

っているのです。神のみ約束を待ち望み、神ご自身の介入を待ち望んで、イザヤが言うように「鷲のよ

うに翼をかって谷底から天空へと舞い上がる」ことができる日を心待ちにしているのに、いつまで経っ

てもそれが起こらないから彼の心は絶え入ってしまったのです。敵が自分の周りにいる、自分の周りに

は苦しい、悲しい、痛いことがたくさん起こるのに、どれだけ待っても、期待していること、本来は起

こるべきだと思っている神の救いがその場に備えられていかないから、彼の心は落胆して行くのです。 

・・・・「「「「私私私私のののの目目目目はははは、」：、」：、」：、」：    

 それだけではありません。８２節には「「「「私私私私のののの目目目目はははは、、、、みことばをみことばをみことばをみことばを慕慕慕慕ってってってって絶絶絶絶ええええ入入入入るばかりでするばかりでするばかりでするばかりです。」。」。」。」とあります。

目が疲れた、どれだけ目をこすって、目を凝らして地平線の彼方まで見える限り見続けたとしても、ど

こからも神の救いの手が現われて来ないと言っているのです。一生懸命ずっと神の手が、神の救いがそ

こに現われるのを待ち続けるゆえに、この著者は一生懸命目を開けながら、何とかして「それを見る日

が来る」と言い聞かせながら、ありとあらゆる所に目を凝らしていたにも関わらず、それがやって来な

いから目がもう疲れてしまったと言うのです。目がしょぼしょぼで見ることができない、もう、目を開

けていることができない、「「「「私私私私のののの目目目目はははは、、、、みことばをみことばをみことばをみことばを慕慕慕慕ってってってって絶絶絶絶ええええ入入入入るばかりでするばかりでするばかりでするばかりです。」。」。」。」と言うのです。 

 皆さん、彼の痛みを感じることができますか？彼の苦しみを見ることができますか？彼の絶望を理解

することができますか？確かに、この著者は神に待ち望むことを知っていたのです。それが正しいこと

が分かっているのです。確かに、この人物は神のみことばのうちに、神にのみ希望があることを知って

いるのですが、著者も私たちと同じように疲れたのです。「もう動くことができない、もう倒れそう

だ」と言っているのです。「もうダメだ。もうおしまいだ。」と。なぜですか？救いがあるはずなのに、

助けが来るはずなのに、神がその御手を伸ばして私たちに勇気を与え、力を与え、状況から救い出して

くださるはずなのに、それがいっこうに起こらないからです。 

 皆さん、そのように彼が考えているから彼はこのように言います。「「「「いつあなたはいつあなたはいつあなたはいつあなたは私私私私をををを慰慰慰慰めてくださるめてくださるめてくださるめてくださる

のですかのですかのですかのですか。」。」。」。」と。「いつ、それが成るのですか？いつ、私を慰めてくださるのですか？」と。この質問

の中で彼は自分自身の絶望を顕わにしています。彼は「主よ、あなたは私を助けてくださると思ってい

ました。もうその助けが与えられているはずだと私は考えていました。私は今まで正しく生きて来たし、

私はあなたの約束の成就を待ち望んで生きて来ました。でも、あなたはいっこうに私をこの苦しみから

救い出してくださることがありません。もういいではないですか？もうその時期が来ているはずでしょ

う？いったい、あなたはいつ私を助けてくださるのですか？あなたは私をいつ慰めてくださるのです

か？」と。著者が持っている思いに皆さんも同意することができませんか？そのような思いを抱いたこ

とがありませんか？私はあります。祈っても祈っても問題の解決が見えない時に、苦しみから逃れるこ

とができない時に、神の慰めの御手を見近に感じることができない時に、私たちの心は嘆きます。皆さ

んも苦しい時に神の救いの手を与えて欲しいと思われるでしょう？ 

決して、私たちは神のみ約束を忘れる訳ではありません。覚えているのです。分かっているのです。

待ち望むべきだということも知っているし、それが正しいことも分かっているけれど、思っている時に

来ない、もう限界だと思っているのにそれが現われて来ない、その陰さえも見えない、そのときに、私

たちの希望は失望へと変わり、心は絶望で満たされていくのです。これが詩篇の著者が感じていたこと

です。経験していたことです。 

２２２２））））感情感情感情感情にににに支配支配支配支配されるときされるときされるときされるとき        ８３８３８３８３－－－－８４８４８４８４節節節節    

 それでけではありません。単に自分の予期していたことが起こらなかっただけでなく、彼が希望を失

ったのは、彼の感情が彼自身を支配したからです。神のケアが見えないから、神の心遣いを感じること

ができないから、私たちは失望するのです。絶望するのです。希望を失うのです。その原因は「予期し

ていたことが起こらない」だけでなく、もう一つは、私たちの心を感情に支配させてしまうからです。

８３節を見てください。「「「「たといたといたといたとい私私私私はははは煙煙煙煙のののの中中中中のののの皮袋皮袋皮袋皮袋のようになってものようになってものようになってものようになっても、、、、あなたのおきてをあなたのおきてをあなたのおきてをあなたのおきてを忘忘忘忘れませんれませんれませんれません。」。」。」。」と。 

私たちには分かりにくいことば、表現が使われています。「「「「煙煙煙煙のののの中中中中のののの皮袋皮袋皮袋皮袋」」」」とはどういうことでしょう？ 

当時の人たちは、ぶどう酒を入れる皮の袋を持っていました。ぶどう酒がなくなった後、飲み干した後、 
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袋を乾かすためにそれを天井に吊るすのです。ところがそれを取り外すことを怠っていると、家の中で

家事をしたり、暖をとったりするその煙が上に上がっていってその皮袋についていくのです。それを放

っておくと皮袋はカラカラにひからびて、煙で真っ黒になって、もう二度とぶどう酒を入れる皮袋とし

て使うことができなくなるのです。彼が言っているのはそのことです。彼は自分自身が皮袋のように見

えたのです。吊るされていていつまで経っても下ろされることのない皮袋のように見えたのです。 

神は私を困難、苦難、迫害、苦しみという場所に吊り上げて、様々な問題という煙の中で放置してい

ると考えたのです。彼は「私はもう何の益にもならない者だ」と思っているのです。放置された皮袋の

ようにもう何にも使うことができない、後は捨てるだけだと。著者はこの状況の中で神のケアを見るこ

とができないから、「私はもう役に立たない者だ。もう、私はどうしようもない者だ。」と思っている

のです。しかし、彼はそのような中にあっても確かに、神のみことばを忘れているのではありません。

だから、このように言います。たといそうであっても「「「「あなたのおきてをあなたのおきてをあなたのおきてをあなたのおきてを忘忘忘忘れませんれませんれませんれません。」。」。」。」と。確かにそう

なのです。忘れている訳ではありません。頭の中に覚えているのです。それが正しいことも知っている

し、それにしっかりと忠実に目を向け続けなければいけないということも分かっているのです。 

 でも、８４節を見てください。「「「「あなたのしもべのあなたのしもべのあなたのしもべのあなたのしもべの日数日数日数日数はははは、、、、どれだけでしょうかどれだけでしょうかどれだけでしょうかどれだけでしょうか。。。。あなたはいつあなたはいつあなたはいつあなたはいつ、、、、私私私私をををを迫害迫害迫害迫害

するするするする者者者者どもをさばかれるのでしょうかどもをさばかれるのでしょうかどもをさばかれるのでしょうかどもをさばかれるのでしょうか。」。」。」。」とあります。ある注解者は「この８４節で最も大切なことは、こ

こに書かれていることではなくて、ここに書かれていないことだ。」と言います。何のことでしょう？

皆さん、気付かれましたか？この８４節には、これまで何度もほぼ毎節のように必ず繰り返し登場して

来た神のみことばに対する言及が一切出て来ないのです。私は「「「「ああああなたのおきてをなたのおきてをなたのおきてをなたのおきてを忘忘忘忘れませんれませんれませんれません。」。」。」。」と言い

ながら、著者は神のみことばを忘れるのです。確かに、ここ以外にも１１９篇の中には数節、神のみこ

とばに関する直接的な言及がない箇所がありますが、神のみことばや神のすばらしさに関する示唆がな

い箇所は多分ここだけです。何と言っていますか？「「「「あなたのしもべのあなたのしもべのあなたのしもべのあなたのしもべの日数日数日数日数はははは、、、、どれだけでしょうかどれだけでしょうかどれだけでしょうかどれだけでしょうか。。。。」」」」と

別の訳をすれば「私の生きる日はもう限られている。もう後わずか、数えるばかりです。」と言ってい

るのです。神がすぐにでもやって来て助けてくださらない限り、私はもう滅んでしまいます。後ほんの

わずかしか残っていませんと言うのです。そのような状況に陥っているのはなぜでしょう？彼の敵、神

に逆らう者たちがさばかれることなく今もなお彼のことを継続的に責め、苦しめ続けているからです。

だから、「「「「ああああなたはいつなたはいつなたはいつなたはいつ、、、、私私私私をををを迫害迫害迫害迫害するするするする者者者者どもをさばどもをさばどもをさばどもをさばかれるのでしょうかかれるのでしょうかかれるのでしょうかかれるのでしょうか。」。」。」。」と言うのです。 

 皆さん、この著者は神が正しい方であるということを知らなかったと思いますか？著者は神が必ずふ

さわしい時に悪者に対してそのさばきを与えるということを知らなかったと思いますか？皆さんは、こ

の著者が神は苦しみの中にあっても、どんな状況の中にあったとしても、彼が信頼するにふさわしい巌

であり避け所であることを知らなかったと思いますか？皆さんもう分かっていますね。彼もよく分かっ

ていたのです。神が正しい方であり、さばきを与える方であり、どんな状況の中でも私たちが逃れるこ

とができる避け所であり、揺らぐことのない巌であることを彼はだれよりもよく分かっていたのです。

もうすでに何度も彼はこの詩篇の中で語って来ました。 

 では、彼は神に信頼をおいて、神を待ち望み続ける必要があることを忘れてしまったのでしょうか？ 

彼は分かっていたのです。彼は待ち望んでいたのです。忘れていた訳ではないのです。でも、私も皆さ

んもするように、この詩篇の著者でさえも、自分の感情にその心を支配される時に、神が言っている真

理が曇ってしまうのです。それをはっきりと見ることができないのです。それにしっかりと目を向けて、

それにしっかりとしがみ続けることができなくなるのです。神は助けてくださる、そのはずだ、もうそ

ろそろ神が来てもおかしくない、その助けが与えられてふさわしいに違いないと、そのように思ってい

る時に神の助けが来ないときに、彼の心は感情に支配されています。そこが危険の始まりなのです。そ

のようにして私たちの心が自分たちの感情に支配されているときに、私たちは絶望という下り坂をまっ

しぐらに転がり落ちていくのです。その時に私たちは負うことができない重荷を負っていると感じるよ

うになり、その時に私たちは真っすぐ立って歩んで行くことができなくなるのです。この著者と私たち

との大きな違いは、私たちがそのような状況でいつまでも転がり続けていることに対して、著者はその

中で希望にしがみつくことを知っているのです。そのことが出て来ます。でも、まだ解決には至ってい

ないのです。なぜなら、彼はもう一つ、彼が絶望して行く姿を別の言い方で表わしているからです。彼

の告白を続けて聞いて見ましょう。 

２２２２．．．．神神神神のののの具体的具体的具体的具体的なななな助助助助けをけをけをけを見見見見ないときないときないときないとき        ８５８５８５８５－－－－８７８７８７８７ａａａａ節節節節    

最初に彼は言いました。私たちが神にある希望を失うのは私たちが神の心遣いを感じないとき、ケア

を感じないときにそうなると。もう一つ彼が言うことは、私たちが希望を失うのは「私たちが神の具体

的な助けを見ないとき」と言います。心遣いを感じないだけでない、助けを見ないときだと言います。 
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私たちは同じような道を辿ります。私たちも著者と同じように、私たちの周りを見てそこに起こってい

る事柄から判断し、それによって間違った結論を出してしまうことが多くあるのです。彼はどのように 

嘆くのでしょう？聞いてみましょう。 

１１１１））））自分自分自分自分のののの置置置置かれているかれているかれているかれている状況状況状況状況をををを思思思思いいいい巡巡巡巡らすかららすかららすかららすから    

８５節にこのように記されています。「「「「高高高高ぶるぶるぶるぶる者者者者はははは私私私私のためのためのためのためにににに穴穴穴穴をををを掘掘掘掘りましたりましたりましたりました。。。。彼彼彼彼らはあなたのみおしえにらはあなたのみおしえにらはあなたのみおしえにらはあなたのみおしえに

従従従従わないのですわないのですわないのですわないのです。」。」。」。」と。彼自身の希望が隠されてしまうのは、彼が自分の置かれている状況を思い巡らす

からだと言います。自分の置かれている状況を思い巡らしていると、私たちは希望に目を向けることが

できなくなるのです。まるで希望がないかのように感じるのです。彼は言いました。「「「「高高高高ぶるぶるぶるぶる者者者者はははは私私私私のたのたのたのた

めにめにめにめに穴穴穴穴をををを掘掘掘掘りましたりましたりましたりました。。。。」」」」と。狩りのことです。動物を狩るときの罠のことです。何も知らない動物たちが

猟師の掘った穴に落ちていくその姿です。難しいことではありません。私たちはすぐに想像できるでし

ょう。十分に大きな穴を掘ってその上の部分を何かで隠すのです。まるで普通に地面が続いているかの

ようですが、それに気付かない動物はそこを歩いて行ってその穴の所に足をのせて穴の中に落ちるので

す。そして、捕えられ殺されるのです。 

著者が言うことは、私の周りにはこのような穴しかないということです。神の前に高慢で神に逆らい

続ける者たちは、私のために穴を掘っていると言うのです。穴を掘っていたのです。彼の周りにはその

ような敵がいて、彼の周りの敵たちは彼を何としてでも陥れようとそのような罠を張り巡らしていたの

です。この詩篇には数回、このような罠についても言及が確かにあります。彼はそれを実際に見近に感

じていたのでしょう。なぜ、こんなことをしたのでしょう？なぜ、敵はこのような穴を掘ったのでしょ

うか？それは彼らがこの著者を見て憎んでいたからです。憎んでいた理由は、彼らが神のみおしえに従

わず、この著者が神のみおしえに従って歩んでいたからです。当然です。聖書は私たちに約束します。

はっきりと宣言します。 

・・・・神神神神のみおしえにのみおしえにのみおしえにのみおしえに従従従従うゆえにうゆえにうゆえにうゆえに迫害迫害迫害迫害をををを受受受受けることけることけることけること：：：：    

ヨハネヨハネヨハネヨハネ１５１５１５１５：：：：２０２０２０２０＝「「「「…………もしもしもしもし人人人人々々々々がわたしをがわたしをがわたしをがわたしを迫害迫害迫害迫害したならしたならしたならしたなら、、、、あなたがたをもあなたがたをもあなたがたをもあなたがたをも迫害迫害迫害迫害しますしますしますします。。。。もしもしもしもし彼彼彼彼らがわたらがわたらがわたらがわたしのしのしのしの

ことばをことばをことばをことばを守守守守ったならったならったならったなら、、、、あなたがたのことばをもあなたがたのことばをもあなたがたのことばをもあなたがたのことばをも守守守守りますりますりますります。」。」。」。」とイエスは弟子たちにこのように言われま

した。 

ⅡⅡⅡⅡテモテテモテテモテテモテ３３３３：：：：１２１２１２１２＝「「「「確確確確かにかにかにかに、、、、キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスにあってにあってにあってにあって敬虔敬虔敬虔敬虔にににに生生生生きようときようときようときようと願願願願うううう者者者者はみなはみなはみなはみな、、、、迫害迫害迫害迫害をををを受受受受けまけまけまけま

すすすす。。。。」」」」、パウロはテモテにこのように言いました。ですから、ある意味で、彼が生きていた迫害の

生涯は、彼が神の前に正しく生きようとしているゆえに起こる当然のことだったのです。それゆえ    

に、パウロは神に目を向けて神の前で感謝をしつつはっきりとこのように宣言するべきだったのか

もしれません。 

イザヤイザヤイザヤイザヤ５１５１５１５１：：：：７７７７－－－－８８８８＝「「「「義義義義をををを知知知知るるるる者者者者、、、、心心心心にわたしのおしえをにわたしのおしえをにわたしのおしえをにわたしのおしえを持持持持つつつつ民民民民よよよよ。。。。わたしにわたしにわたしにわたしに聞聞聞聞けけけけ。。。。人人人人のそしりをのそしりをのそしりをのそしりを恐恐恐恐れるなれるなれるなれるな。。。。

彼彼彼彼らのののしりにくじけるならのののしりにくじけるならのののしりにくじけるならのののしりにくじけるな。。。。:8 :8 :8 :8 しみがしみがしみがしみが彼彼彼彼らをらをらをらを衣衣衣衣のようにのようにのようにのように食食食食いいいい尽尽尽尽くしくしくしくし、、、、虫虫虫虫がががが彼彼彼彼らをらをらをらを羊毛羊毛羊毛羊毛のようにのようにのようにのように食食食食いいいい尽尽尽尽くすくすくすくす。。。。

しかししかししかししかし、、、、わたしのわたしのわたしのわたしの義義義義はとこしえにはとこしえにはとこしえにはとこしえに続続続続きききき、、、、わたしのわたしのわたしのわたしの救救救救いはいはいはいは代代代代々々々々にわたるからだにわたるからだにわたるからだにわたるからだ。」。」。」。」、「「「「義義義義をををを知知知知るるるる者者者者、、、、心心心心にわたにわたにわたにわた

しのおしえをしのおしえをしのおしえをしのおしえを持持持持つつつつ民民民民」」」」と、それがまさに詩篇の著者だったのです。「「「「わわわわたしにたしにたしにたしに聞聞聞聞けけけけ。。。。」」」」と神は言います。

「「「「人人人人のそしりをのそしりをのそしりをのそしりを恐恐恐恐れるなれるなれるなれるな。。。。彼彼彼彼らのののしりにくじけるならのののしりにくじけるならのののしりにくじけるならのののしりにくじけるな。。。。」」」」と。皆さん、著者はこの真理を知らなかっ

たと思いますか？私は思いません。彼はよく分かっていたでしょう。 

マタイマタイマタイマタイ５５５５：：：：１０１０１０１０＝＝＝＝「「「「義義義義のためにのためにのためにのために迫害迫害迫害迫害されているされているされているされている者者者者はははは幸幸幸幸いですいですいですいです。。。。天天天天のののの御国御国御国御国はそのはそのはそのはその人人人人のものだからですのものだからですのものだからですのものだからです。」。」。」。」と、イ

エスはこのように言われました。 

著者はそのことを知っていたし、そのことを理解していたはずです。けれども、彼は自分の周りに目

を向け、そこにある苦しみに目を奪われていってしまったのです。確かに、８６節にあるように著者は

「「「「あなたのあなたのあなたのあなたの仰仰仰仰せはことごとくせはことごとくせはことごとくせはことごとく真実真実真実真実ですですですです。」。」。」。」と告白します。神のみことばが、神の約束が確かであることを彼

は認めているのです。でも、実はこの８６節の一番興味深いところは、この８６節の真ん中にある「「「「真真真真

実実実実ですですですです」」」」ということばのその次に出て来ることばが「「「「偽偽偽偽りりりり」」」」とことばであることです。「真実」と「偽

り」が原文では対比して書かれているように記されているのです。「神のみことばは真実です」と言い

ながら、「でも、偽りだ」と言うのです。「「「「彼彼彼彼らはらはらはらは偽偽偽偽りごとをもってりごとをもってりごとをもってりごとをもって私私私私をををを迫害迫害迫害迫害していますしていますしていますしています。。。。」」」」と。 

この著者にとって、神の真実よりも現実的だったのは彼の敵たちの罠だったのです。彼の敵の攻撃だ

ったのです。確かに、神のみことばは真実だけれども「でも、実際に見てください。敵たちは自分より

も優位な立場にあり、敵は私を苦しめているではないですか。」、だから、彼は叫ぶのです。「助けて

ください。主よ、どうか私を助けてください！」と、そのように願うのです。彼の思いは自分の周りに

いた敵に向けられていました。確かに彼は、神の真実を知っていたのですが、彼の心はそれでもなお落

胆の中にあり、勇気を持ち続けることが困難だったのです。周りにいる高慢な者たちによって、彼の心
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は喜びを奪い去られていました。周りにいる敵たちの手によって、彼の心は、彼の思いは落胆と絶望に

支配されていたのです。 

皆さん、周りの状況を見たら希望など見出せないことはたくさんあるではないですか？「この状況を

見てください！」とよく聞きませんか？「どのようにしてここから前に進んでいったらいいのです

か？」と私たちは自分自身によく問いかけるのです。この著者も同じことをしたのです。皆さん、知っ

ていましたか？私たちが周りの状況を見続ける限り、そこに私たちは絶対に希望を見出すことはできな

いということを…。なぜなら、私たちの周りの状況には希望がないからです。だから、彼は立ち上がる 

ことがなかなかできないのです。 

２２２２））））自分自分自分自分のののの思思思思いのいのいのいの中中中中でででで予想予想予想予想するするするする結果結果結果結果にににに思思思思いをいをいをいを寄寄寄寄せるからせるからせるからせるから    

 ８７節の前半で、彼はもう一つこのようなことを言います。希望を隠してしまっているのは、周りの

状況に彼が思いを寄せるからだけでなく、希望を見出すことができないでいるのは、彼が自分の思いの

中で予想する結果、結末に思いを寄せるからです。８７ａ節「「「「彼彼彼彼らはこのらはこのらはこのらはこの地上地上地上地上でででで私私私私をををを滅滅滅滅ぼしてしまいそうでぼしてしまいそうでぼしてしまいそうでぼしてしまいそうで

すすすす。」。」。」。」と、直訳すると「彼らはこの地上で私をほとんど滅ぼしています。」となります。もうほんの少

ししかないということです。もうほとんど彼らは私を滅ぼしてしまいましたと言うのです。最初に、こ

こには８１節、８２節で使われたことばと同じことばが使われていると言いました。「もう、おしまい

だ」と言っているのです。絶望の中にいて「もうダメだ」と言うのです。神に助けを求めたのは彼の切

実な思いからでした。それが間違っていることではありません。むしろ、正しいことをしているでしょ

う。彼は神の誠実さを思い出し、神の約束の真実さを思い出し、神さま、どうぞその約束の通りに私を

助けてくださいと願ったのです。でも、周りの状況を見つめる時に、そして、その状況のゆえにきっと

起こるに違いない結論を考えた時に、彼には希望を見出すことができなかったのです。    

なぜなら、周りを見ると、そこには穴しかない、そこには罠しかないと言うのです。「私が一歩足を

踏み出したら私はもう終わりだ。だから、私はもうほとんどおしまいだ。」と言っているのです。皆さ 

ん、この詩篇の著者の叫びが聞こえますか？その痛みが見えますか？確かに、著者は神のことを信頼し、

神を信じ続けていこうとします。だから、神に助けを求めるのですが、彼は自分の敵のせいでもう自分

はおしまいだと思っているのです。もう後ほんの少しで彼らは私にとどめを刺すと言います。８１節か

ら見て来て、彼のたましいは助けが来ないゆえに疲れ果てていました。彼の目はもう見ることができな

くなっていました。なぜなら、神からの慰めを見ることが一切できなかったからです。むしろ、彼が見 

ることができたのは自分の周りにある罠だけでした。彼が見ることができたのは、いかに自分が益のな

い者であり、どうしようもない者であるかということだけでした。だから、彼は言ったのです。「もう

おしまいだ」と。 

彼は周りの状況を見て結論を出そうとしているのです。その状況が余りにも酷いことを感じて、それ

に心奪われて彼は結論を出すのです。「私はもうおしまいだ」という結論です。だから、彼は泣き叫ぶ

のです。「助けてくれ」と。なぜなら、自分の状況を見るなら、先には良いことなど一つもないように

思えるからです。私たちは頭の中で、主が私たちを助けてくださることを知っています。神は私たちの

助け主です。私たちは心の中で、神は私たちが担うことができない試練を与えない方であるということ

を知っています。私たちの能力を越えたことをしないことを知っているのです。私たちは自分たちの口

で「神さまは私たちに良いことしか為さらない」と言います。そして、私たちは「どんなことが起こっ

ても神に希望を持つべきだ」と告白します。 

でも、現実はどうですか？実際には、頭の中で分かっていても、現実的には「主は私たちを助けな

い。」と言うのです。私たちは心の中で、神が私たちの能力を越えた試練を与えることがあると考えま

す。「だって今の状況を見てください、もうダメです。」と言い続けます。私たちは自分たちの口をも

って「神さまは私に対して悪を為す方である」と言います。皆さん、つぶやきませんか？神の良さに感

謝するのではないのです。そして、私たちは人生の中に起こる様々な試練は私たちから希望を奪い去る

にふさわしいものであるのだと、そう宣言するのです。「神に希望を持ち続けることはできない」と。

私たちが自分たちの人生を自分の視点から考えるならば、その状況を自分の視点で判断し、その状況か

ら自分の視点で結論を見出すなら、そこには希望はありません。 

神にある希望、状況を見てその状況から自分で結論を出していくその行為は、神にある希望を曇らせ

ていきます。その場所は何と危険なところでしょう。私たちがひとたび絶望の谷底に突き落とされるな

ら、そこはまるで流砂のようなもので、私たちがそこでどれ程もがき苦しみそこからしっかり立って出

て行こうと思っても、それを願ったとしても、絶望の力によって私たちはどんどん更なる深みへと引き 

ずり込まれてしまうからです。皆さん、そのような経験はありませんか？皆さんは、そのような思いを 



7 

 

もったことはありませんか？私はあります。希望が見えないときに…。状況を見たときに、神の前にど 

のように希望を持ったらいいのか分からなくなる時があります。そこからどのように逃れることができ

るのでしょう？そのように絶望しか感じることができない状況の中で、どのようにして立ち上がってそ

の流砂から抜け出していくことができるのでしょう？著者は言います。彼はいのち綱を持っていたと。

彼はそこから這い上がることができると言うのです。その命綱が何か、皆さんはもうお分かりですね。 

それは神のみことばです。 

Ｂ．Ｂ．Ｂ．Ｂ．神神神神のみことばにのみことばにのみことばにのみことばに立立立立つときにつときにつときにつときに希望希望希望希望をををを得得得得るるるる        ８７８７８７８７ｂ－ｂ－ｂ－ｂ－８８８８８８８８節節節節    

８７節の後半から８８節にかけて、著者は私たちに、私たちが神のみことばに確かに立つ時に、私た

ちは希望を得ることができると教えてくれます。神のみことばに立つ時に私たちは希望を持つことがで

きるのです。最初に言いました。この８１節から８８節の最も暗いと言われる詩文節にあってさえ、こ

の詩篇の著者は、神のみことばに対する望みを忘れることをしませんでした。だから、８１節でも８３

節でも８６節でも、彼は何度も繰り返して、彼自身の神のみことばに対する願い、望み、信頼、その献

身を言い表わして来ました。確かに、人生の状況や、彼自身が持っていた期待、自分の感情や自分の体

験、また、そこから導き出される自分で考えた結論というものが、神のみことばに対する献身を曇らせ

ることがありました。握りしめていた握力を弱めることがあったのです。この著者は誘惑されていまし

た。「それを手離しなさい。希望なんてないから。」と言われて、彼は揺るがされ焦点を失いかけてい

たのです。 

 でも皆さん、８７節の後半で著者は何と言っていますか？「「「「しかしこのしかしこのしかしこのしかしこの私私私私はははは、、、、あなたのあなたのあなたのあなたの戒戒戒戒めをめをめをめを捨捨捨捨てませんてませんてませんてません

ででででしたしたしたした。」。」。」。」と言うのです。彼は過去を振り返るのです。このわずかな瞬間に彼は「捨てませんでした。

今までして来たことを考えましょう。」と言ったのです。確かに、周りの状況は酷いけれど、もう一度    

整理して考えよう、過去を振り返ろう、自分は何をして来たのだろうと言うのです。皆さん、覚えてい

ますか？彼はここまでの間にもうすでにこのようなことを言って来ました。 

１１１１－－－－２２２２節節節節＝神のみことばは祝福の源である。 

９９９９－－－－１１１１１１１１節節節節＝神のみことばは自分の道を聖いものにする。 

２４２４２４２４節節節節＝このみことばはあらゆる宝よりもすばらしい価値のある喜ばしいものだ。このみことばは私

たちの喜びであり、私たちの相談相手、助言者だ。 

３７３７３７３７,,,,３９３９３９３９節節節節＝このみことばは私たちにいのちを与える。 

４１４１４１４１節節節節＝このみことばこそが神の恵みと救いの源であり、 

５４５４５４５４節節節節＝彼自身の歌でした。 

６６６６６６６６節節節節＝このみことばは知識と理解の源であり、 

７２７２７２７２節節節節＝そして、幾千もの金や銀よりもすばらしいものです。 

 状況は一切変わりません。敵はいるのです。周りには罠がたくさんあるのです。落とし穴だらけです。

彼の敵は未だに誇らしげに勝ち誇っていました。先を見るなら真っ暗だと思ってもおかしくない状況の

中にいました。でも、彼は思い出したのです。 

 これは選択の問題です。彼は神のみことばが何を約束しているのかを知っていました。彼は神がここ

までの人生の中にあってどんなことを為してくださったのかをよく分かっていました。このわずかの瞬

間に、彼は自分の生きて来た人生と彼の敵の人生とを比較し、明確な回答を出したのです。決断したの

です。選択したのです。「私はこの道を、今まで生きて来たこの道を歩み続けます。」と。「神のみこ

とばから離れて生きることを私はしません。」と。だから、彼は唯一納得のいく、唯一論理的な結論を

出して次のことばを言うのです。８８節「「「「あなたのあなたのあなたのあなたの恵恵恵恵みによってみによってみによってみによって、、、、私私私私をををを生生生生かしてくださいかしてくださいかしてくださいかしてください。。。。私私私私はあなたのはあなたのはあなたのはあなたの御口御口御口御口

のさとしをのさとしをのさとしをのさとしを守守守守りますりますりますります。。。。」」」」と。「神の絶えることのない、決して、緩むことのないその恵みと愛のゆえに、

それをもって私をいきいきと活力を与えてくださらないなら、私はあなたのみことばを守って生きてい

くことができないから、私はこの道を進んでいくのです。だから、主よ、どうぞ、あなたの恵みをもっ

て、愛をもって私を力づけてください。そうして私が喜びをもって正しく、決して望みを失うことなく

生きることができるようにしてください。」と。 

 皆さん、彼は「信じる」ということを選択したのです。彼は神と神のみことばに信頼を置くことを選

んだのです。彼がたとえどのように感じているのか、考えているのかということは問題ではなかったの

です。彼は一つのことが分かっていたのです。神の恵みは私を支えるのに十分であること、神のみこと

ばに偽りがないことを。その恵みによって彼が力づけられるなら、たとえ、どれ程深い谷底を歩むこと

があったとしても、どれ程高い山に登らなければいけなかったとしても、どれ程広い海を渡らなければ

ならないとしても、「私はそれができる。」と信じることを決心したのです。 
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私たちは「知っている」と言います。「神のみことばが真実であると知っている」と言います。「神

の約束は神は必ず成してくださると知っている」と言います。「この全世界が与えようとする何よりも、

どんなものよりも神のみことばが確かであることを知っている。」と私たちは言います。それなら、私

たちが聞かなければいけない最も大切な質問はこれです。「私は私が信じたくないと思う時であっても、

神のみことばを信じるかどうか？」ということです。問題は選択だったのです。 

 同じような困難な中を歩む時に、詩篇の別の著者は４２篇でこのようなことを語っています。４２：

９－１０「「「「私私私私はははは、、、、わがわがわがわが巌巌巌巌のののの神神神神にににに申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。「。「。「。「なぜなぜなぜなぜ、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは私私私私をおをおをおをお忘忘忘忘れになったのですかれになったのですかれになったのですかれになったのですか。。。。なぜなぜなぜなぜ私私私私はははは敵敵敵敵のしのしのしのし

いたげにいたげにいたげにいたげに、、、、嘆嘆嘆嘆いていていていて歩歩歩歩くのですかくのですかくのですかくのですか。。。。:10 :10 :10 :10 私私私私にににに敵対敵対敵対敵対するするするする者者者者どもはどもはどもはどもは、、、、私私私私のののの骨骨骨骨々々々々がががが打打打打ちちちち砕砕砕砕かれるほどかれるほどかれるほどかれるほど、、、、私私私私をそしりをそしりをそしりをそしり、、、、一日一日一日一日

中中中中、「、「、「、「おまえのおまえのおまえのおまえの神神神神はどこにいるかはどこにいるかはどこにいるかはどこにいるか。」。」。」。」とととと私私私私にににに言言言言っていますっていますっていますっています。。。。」」」」、状況が似ています。そこで彼は言います。

１１節「「「「わがたましいよわがたましいよわがたましいよわがたましいよ。。。。なぜなぜなぜなぜ、、、、おまえはおまえはおまえはおまえは絶望絶望絶望絶望しているのかしているのかしているのかしているのか。。。。なぜなぜなぜなぜ、、、、御前御前御前御前でででで思思思思いいいい乱乱乱乱れているのかれているのかれているのかれているのか。。。。神神神神をををを待待待待ちちちち望望望望めめめめ。。。。

私私私私はなおもはなおもはなおもはなおも神神神神をほめたたえるをほめたたえるをほめたたえるをほめたたえる。。。。私私私私のののの救救救救いいいい、、、、私私私私のののの神神神神をををを。」。」。」。」、私たちは苦しい中を通ります。突然、見えないと

ころから困難がやって来ます。ふと気を緩めていると知らない間に敵の掘った穴に落ちてしまっている

ことがあります。そんな時に周りを見つめると、私たちは困難で囲まれているのを知り、敵の罠によっ

て心奪われてしまうことがあります。そして、私たちは「あぁ、あのころは良かった」と言って、今の

状況と比較して嘆き悲しみ絶望の坂をまっしぐらに下っていきます。「もうダメだ。希望はどこにもな

い。」と思います。皆さんも経験ありますね。私もあります。私たちはみな絶望するではないですか？

落胆するではないですか？「もう破れてしまった。もう先がない。」と考えることがあるではないです

か？その時こそ、私たちは神の十分な恵みと愛に目を向けないといけないのです。「私は信じます。」

と言うのです。うちひしがれているたましいに向かって言うのです。「なぜ、おまえは絶望しているの

か。神を待ち望め。あなたの恵みによって私を生かしてください。」と。 

最も濃く深い雲が私たちの希望を消し去ってしまうようなときであっても、私たちはそこに希望があ

ることを知っているのです。なぜなら、神が私たちにこのみことばを通してそれをはっきりと宣言して

くれるからです。皆さん、信じていますか？このことばを。皆さんは信じておられますか？この希望を

与える神を。それなら、私たちはたとえそこに絶望しか見ることができなかったとしても、この神にし

がみついて、そのいのち綱をしっかりと握りしめて、絶望の縁から這い上がって来ることができるので

す。願わくは、私たちがみな、そのような歩みをして行くことができるように。主の助けがそこにある

ことを心からお祈りいたします。 


